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学んだ日

レ
ベ
ル
２
　  

★
★

◆ 　次
つ ぎ

の意
い

味
み

とイラストに合
あ

う言
こ と

葉
ば

を の中
な か

から選
え ら

び、 に記
き

号
ご う

を書
か

きましょう。　　
また、選

え ら

んだ言
こ と

葉
ば

を、必
ひ つ

要
よ う

に応
お う

じて形
かたち

を変
か

えて、（　　　）に書
か

き入
い

れましょう。

4

5

6

1

2

3

［P146の答
こた

え］ 1 無
ぶ

粋
すい

な・殺
さっ

風
ぷう

景
けい

な・無
む

味
み

乾
かん

燥
そう

　 2 無
む

謀
ぼう

・無
む

鉄
てっ

砲
ぽう

　 3 破
は

壊
かい

・模
も

倣
ほう

　 4 買
か

いかぶる

ア　鼻
はな

につく　　イ　まんべんなく　　ウ　立
た

ち尽
つ

くす
エ　もたらす　　オ　よそよそしい　　カ　つけ入

い
る

8
3
1
〜
8
3
6

サヨナラホームランを打
う

たれ、その場
ば

に

（　　　　　）た。

シ
ョ
ッ
ク
で
そ
の
場ば

に
立た

っ
た
ま
ま
に

な
る
こ
と
。

相
あい

手
て

の弱
よわ

いところに

（　　　　　）て商しょう売ばいをする。

相あ
い

手て

の
弱よ

わ

い
と
こ
ろ
な
ど
を
利り

用よ
う

す

る
。
つ
け
込こ

む
。

彼
かれ

との出
で

会
あ

いは、僕
ぼく

に夢
ゆめ

を

（　　　　　）た。

持も

っ
て
く
る
。
与あ

た
え
る
。

（　　　　　）言いい方かたはしない
ほうがいい。

嫌い
や
味み

に
感か

ん
じ
ら
れ
る
。

今
きょう

日の態
たい

度
ど

はどこか

（　　　　　 　）。

知し

ら
な
い
相あ

い

手て

と
接せ

っ

す
る
よ
う
な
、
親し

た

し
み
の
な
い
感か

ん
じ
。

うちの父
ちち

は家
いえ

中
じゅう

を

（　　　　　　 ）掃そう除じ する。

全す
べ
て
残の

こ
す
と
こ
ろ
な
く
。

い
や
ぁ
〜

人に
ん

気き

が
あ
る
の
も

困こ
ま

っ
ち
ゃ
う
よ
ね
。

み
…
水み
ず

が

飲の

み
た
い
…

一い
ち

万ま
ん

円え
ん

で

売う

っ
て
あ
げ
る
よ
。

26

学んだ日

レ
ベ
ル
１
　

★

1
2
4
〜
1
3
1

か
わ
る

変
か

わる
形
かたち
や性

せい
質
しつ
などが、それまでと違

ちが
う

ものになる。

代
か

わる
今
いま
まであったものの後

あと
に他

ほか
のもの

が入
はい
る。交

こう
代
たい
する。

1この町
まち
は開

かい
発
はつ
が進

すす
んでいるので、数

すう
年
ねん

後
ご
にはすっかり風

ふう
景
けい
が（　　　　）

だろう。
2キャプテンに（　　　　）ほどの選

せん

手
しゅ
はそうそういない。

お
さ
め
る

治
おさ

める
ある地

ち
域
いき
を支

し
配
はい
し、安

あん
定
てい
させる。

管
かん
理
り
する。

納
おさ

める
決
き
まったところにしまう。渡

わた
すべ

きものやお金
かね
を相

あい
手
て
に渡

わた
す。

7その指
し
導
どう
者
しゃ
は、この先

さき
長
なが
年
ねん
にわたって

この国
くに
を（　　　　）はずだ。

8すべての国
こく
民
みん
は税

ぜい
金
きん
を（　　　　）

義
ぎ
務
む
がある。

す
す
め
る

進
すす

める
前
まえ
に移

い
動
どう
させる。物

もの
事
ごと
をはかどら

せる。

勧
すす

める
あることを行

おこな
うように相

あい
手
て
に働

はたら
き

かける。

3僕
ぼく
がこの商

しょう
品
ひん
を君

きみ
に（　　　　）の

には、理
り
由
ゆう
がある。

4彼
かれ
は宿

しゅく
題
だい
を（　　　　）スピードが

速
はや
い。

お
く
る

送
おく

る
ものや手

て
紙
がみ
などを、誰

だれ
かのところ

に届
とど
ける。

贈
おく

る
感
かん
謝
しゃ
や祝

しゅく
福
ふく
などの気

き
持
も
ちを込

こ
め

て、贈
おく
り物

もの
をする。

5転
てん
任
にん
になる先

せん
生
せい
に、今

いま
までのお礼

れい
とし

て花
はな
束
たば
を（　　　　）。

6雑
ざっ
誌
し
に付

つ
いていたプレゼントの抽

ちゅう
選
せん
ハ

ガキを（　　　　）。

◆�　同
おな

じ読
よ

み方
かた

で意
い

味
み

の異
こと

なる複
ふく

数
すう

の語
ご

を、後
あと

の文
ぶん

章
しょう

の意
い

味
み

に合
あ

うように（　　　）に
一
ひと

つずつ入
い

れましょう。

［P25の答
こた

え］ 1 ②　 2 ②　　できるかな？　軽
かる

い

179

学んだ日

レ
ベ
ル
３
　
★
★
★

1
0
3
8
〜
1
0
3
9

仏
ほとけ

の（　　）も三
さん

度
ど

（　　）から出
で

たさび

① 顔
かお

　　② 心
こころ

① 体
からだ

　　② 身
み

どんなに心
こころ
の広

ひろ
い人

ひと
でも、失

しつ
礼
れい
なことをく

り返
かえ
されると、いつか怒

おこ
るということ。

自
じ
分
ぶん
のした悪

わる
いことのせいで、自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
が

苦
くる
しむこと。

◆ 　次
つぎ

の意
い

味
み

とマンガに合
あ

う言
こと

葉
ば

になるように、①②のどちらかを選
えら

んで（　　）に
書
か

きましょう。

［P180の答
こた

え］ 1 なさる　 2 いたす　 3 ご覧
らん

になる　 4 拝
はい

見
けん

する　 5 召
め

し上
あ

がる　 6 いただく　 7 おっしゃる　 8 申
もう

し上
あ

げる　 9 いらっしゃる　
　　　　　　　　10 うかがう（参

まい

る）　11  参
まい

る　　できるかな？　① おっしゃる　② いただい　③ 参
まい

り

21

こ
れ
で

一い
っ

気き

に

治な
お

し
ま
し
ょ
う
！

最さ
い

近き
ん

ウ
イ
ル
ス
が

流は

行や

っ
て
る
か
ら

病び
ょ
う

院い
ん

行い

く
わ
よ
！

今き
ょ
う日

は

マ
ラ
ソ
ン
の
練れ
ん

習し
ゅ
うが

あ
る
か
ら

休や
す

み
た
い
ん
だ
。

今き
ょ
う日

は

ち
ょ
っ
と

体た
い

調ち
ょ
うが
…

え
…
？

ち
ょ
っ
と
…

ご
め
ん

ま
た
…

こ
れ
使つ
か

っ
て

ち
ゃ
ん
と

起お

き
ろ
!!

ご
め
ん
ご
め
ん

寝ね

坊ぼ
う

し
て

遅お
く

れ
ち
ゃ
っ
た
。

ま
た
寝ね

過す

ご
し

ち
ゃ
っ
て
…

い
い
よ

気き

に
し
な
い
で
。

う
ん

仕し

方か
た

な
い
よ
。

17

学んだ日

レ
ベ
ル
１
　

★

7
1
〜
7
7

！ミニテスト！ ここまでに学
がく

習
しゅう

した言
こと

葉
ば

の復
ふく

習
しゅう

◆�　次
つぎ

の言
こと

葉
ば

と反
はん

対
たい

の意
い

味
み

の言
こと

葉
ば

になるように、（　　　）に書
か

き入
い

れましょう。

◆�　次
つぎ

のカタカナ語
ご

と意
い

味
み

が合
あ

うように・──・を結
むす

びましょう。

（　　）熟
じゅく

未
み

熟
じゅく

熟
じゅく

（　　）

　　十
じゅう
分
ぶん
に育

そだ
つ、成

せい
長
ちょう
する。意味

（→ P15 ）

　　慣
な
れてうまくできるようになる。意味

キャリア ア　かかるお金
かね
。費

ひ
用
よう
。

1．（　　　　　）とした説
せつ
明
めい
に戸

と
惑
まど
う。

2．雷
かみなり
で、野

や
球
きゅう
の試

し
合
あい
が（　　　　　）された。

3．（　　　　　）の準
じゅん
備
び
をして登

と
山
ざん
に出

で
かける。

4．大
だい
事
じ
な本

ほん
をよごした弟

おとうと
を（　　　　　）許

ゆる
さない。

5．50 メートル走
そう
の新

しん
記
き
録
ろく
を（　　　　　）した。

グローバル イ　場
ば
所
しょ
。空

くう
間
かん
。

コスト ウ　地
ち
球
きゅう
全
ぜん
体
たい
の、世

せ
界
かい
規
き
模
ぼ
の。

ストレス エ　仕
し
事
ごと
などの経

けい
験
けん
や経

けい
歴
れき
。

スペース オ　外
そと
からの刺

し
激
げき
によって感

かん
じる心

こころ
や

体
からだ
の緊

きん
張
ちょう
。

漠
ばく
然
ぜん

断
だん
じて
中
ちゅう
断
だん

万
ばん
全
ぜん

達
たっ
成
せい

　次
つぎ

の文
ぶん

の意
い

味
み

に合
あ

うように、 の中
なか

から言
こと

葉
ば

を選
えら

んで（　　　）に書
か

き入
い

れま
しょう。

1

2

3

4

5

6

7

［P18の答
こた

え］ 1 イ.見
み

るからに　 2 オ.傾
けい

向
こう

　 3 カ.喜
き

怒
ど

哀
あい

楽
らく

　 4 ア.相
あい

づちを打
う

っ　 5 ウ.定
さだ

か　 6 エ.万
まん

が一
いち

◆
本ほ

ん

書し
ょ

の
使つ

か

い
方か

た
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

３

◆
ド
リ
ル
を
始は

じ

め
る
前ま

え

に
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

４

◆
問も

ん

題だ
い

　
レ
ベ
ル
１　
言こ

と

葉ば 

１
～
400
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

５

　
レ
ベ
ル
２　
言こ

と

葉ば 

401
～
862
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

72

　
レ
ベ
ル
３　
言こ

と

葉ば 

863
～
1200

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

150

　
反は

ん

復ぷ
く

ド
リ
ル

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

206

◆
さ
く
い
ん

・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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下
した
にある選

せん
択
たく
肢
し
から意

い
味
み
に合

あ

う言
こと
葉
ば
を選

えら
び記

き
号
ごう
で答

こた
えます。

イラストをヒントに、（　）に合
あ

うように言
こと
葉
ば
を書

か
き込

こ
みます。

最
さい
初
しょ
に解

と
けなかった

問
もん
題
だい
は、 にチェッ

クを付
つ
け、何

なん
度
ど
も挑

ちょう

戦
せん
しましょう。

裏
うら
表
おもて
で答

こた
えが確

かく
認
にん
でき

ます。

くり返
かえ
し学

がく
習
しゅう
し、取

と
り組

く
んだ日

ひ
付
づけ
を書

か
きましょう。

他
ほか
にもさまざまな形

けい
式
しき
の

問
もん
題
だい
があり、飽

あ
きずに楽

たの

しく続
つづ
けられます。

　
こ
の
ド
リ
ル
は
、
言こ

と
葉ば

を
正せ

い
確か

く
に
覚お

ぼ
え
る
た
め
に
、
な
る
べ
く
漢か

ん
字じ

を

使つ
か

っ
て
表ひ

ょ
う

記き

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
だ
習な

ら
っ
て
い
な
い
漢か

ん
字じ

も
多お

お

く
登と

う
場じ

ょ
う

し
ま
す
が
、
小ち

い
さ
く
付つ

い
て
い
る
読よ

み
が
な
を
参さ

ん
考こ

う
に
し
て
覚お

ぼ
え

ま
し
ょ
う
。
書か

け
な
い
漢か

ん
字じ

は
、ひ
ら
が
な
で
書か

い
て
も
正せ

い
解か

い
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
わ
か
ら
な
い
も
の
は
答こ

た
え
を
見み

て
も
Ｏオ

ー

Ｋケ
ー

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

言こ
と

葉ば

の

に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、覚お

ぼ
え
る
ま
で
何な

ん
度ど

も
学が

く
習し

ゅ
う

し
ま
し
ょ
う
。

もくじ
本
ほ ん

書
し ょ

の
使
つ か

い方
か た

取と

り
組く

む
に
あ
た
っ
て
の
注ち

ゅ
う

意い

！

！


